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jlSISiil゛令和2年度障害者自立支援機器等開発促進事業採択機関
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網膜投影技術の焦点ﾌﾘ-とﾃﾞｼﾞﾀﾙｶﾒﾗの特性を融合して、

網膜症の方も支援できる視覚機器。
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共同開発(研究)先の探索。

・内外のユーザーにＳける際のパートナーの探索。

出展機器を試用し評価のフィードバツク出来る企業,団体,病院と

の交流。

gZZZZ●
担当部署:視覚情報デバィス事業部
担当者氏名:中村学

TEL:044-328-6808 FAX:044-333,3308

E-MaiL:meritOqdlaSer.Com
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jSISlii2゛令和2年度障害者自立支援機器等開発促進事業採択機関
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r117mlmlr●

･義足ユーザーおよび義肢装具業界の方からのＳ発･実・化に対

するコメント･フィードバツクをいただくこと

･福祉用貝メーカーの方と,量産やほ売,販売後のアフターケア

などに関しての情報交換をすること

S7?ilm771111

担当部署:経営管Ｓ部

担当きａ名:M□哲平

TEL:03-3868-2679

E-Mai1:SekiguChiObToniCm,Com
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E-MaiL:makoto_SatouOmikuni-1a.CO･Jp

見えなくて開こえず話せないr盲ろう者Jの災害時意・疎ａ支援、

双方向遠隔指点字ツール。

CZZZZ■
弊社が開発したツールのＳａ･販売･アフターケアに協力して頂

けるメーカー,福祉関ilの方ぐとの・会いに期待しています.遠

隔コミユニケーションツールを活用した新しい支援活動をＳ介

し,盲ろう者の社会参加につながる啓発を行いたい。

ｇＺＳＺＺ●
担当部Ｗ:事務局

担当きａ名:米山爾
TEL:03-3304-1983 FAX:03-3304-1983

E-Mail:CiaoChikaShiOyａｈｏｏ,ＣＯ･Jp

小児筋電義手訓練における訓練用具.日常生活で活かせるよう

筋ｍ義手と食事用自助具を開発している。
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r111mlm7●

小児用にも筋電義手があることを知らない潜在６なユーザ(Ｅ

師･作業療法士･市ｍ村の窓□担当者･当事者の親族等)ならび

に・の制度設計に関わる方やに対して,現状をお伝えしたい。

担・ＳＷ：ロボットリハビリテーションセンター課

担当きａ名:石井寛隆
TEL:078-925-9283 FAX:078,925,9284

E-MaiL:inf0009aSSiSteCh.hｗＣ.０r･jp

手指ａ動を介してコンビューターグラフィツクの化身(アバター)

を操作できるエクササイズ用ゲームシステム。

jﾉと夕 ●●センサーｉｌｌしてゲームｉブレぞしｌｙ
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●ｌさんによ７て

ゲームのＸ予一ジと
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r17ynli7171717●

肢体不自由者ご本人や家族,または関運職種の方ぐに実

際に利用してもらい,開発機器についての印象や感想な

ど広く意見を頂戴したい。

gＺＺＺＺ●
担９部署:Ｅ学部リハビリテーションＥ学|講座

智瓢勁1ヅで認2-95-2906
E-Mai1:ｎｐｎｍＬａｂＯｇｍａｉ１.Ｃｏｍ

スマートフォン十スマートグラスによリ周回の情報提供と目自Q地

まで道案内を行う視覚障害者自け支援システム。
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CZZIZZ3
プロトタイプの試用による感想の取得や開発パートナー

との交流。

-1111m7711111S

担当者氏名:末松圭史

TEL:093-482-6750

E-Mai1:ＳＵｅｍａtＳＵｅＣｏｍｐｕtｅr-sＣｌｅｎＣｅ.ＣＯ･Jp

自己導尿や術原の確認時に直接見づらい部位を手持ちのスマホ

等に映し出すカメラサポートシステムです。

Q:

ゝ

CＺＺＺＺ３
脊髄損傷者の方ぐに排泄支援装置を触れていただき自

己導尿,蜀疸確認以外の使い道や製品へのアドバイス等

をいただけることを希望します。

gＺＺＺＺＩ
担肖部署;事Ｍ開ｇチーム

担当音氏名:Ｅ井秀S

TEL:097,528-8826 FAX:097-522-4143

E-Mai1:h-iShii＠SheU-ｅｌｅ,Ｃｏｍ
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jSISli゛令和2年度障害者自立支援機器等開発促進事業採択機関

ほ年の交流会の41子

jｄｉＳ･ヽ?Ｓ‰）

昨年の交流台の様子
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jl●IE●lli゛,身体障害(肢体不自由)
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標準型車いすが手軽にグレードアップ!体幹と頭部をしつかリ支

えます。

"'

rr7m71171717●

一日の大半を車いすで過ごす障害者にとっての実際の悩みを聞き、
本品の有効性と今後の新商呂開発に向けての二－ズをくみ取リた
い.次期開発予定はモジュラー型車いす(リクライニンブ,ティルト
型を含む)にＲリ付け可能なＳ位保持タッション及び理想的なシー
ティングを実現するセンサ付きサポートチェアである。

f7111m711111

担当部暑:開発グループ

担・者氏名:和日一人

TEL:06-6233-3565 FAX:06-6233-5108

E-Mai1:ｗａｄａ-k＠teiJin-f「ｏｎtier.（ｏｍ

作剰4のｌｉ岨回のｇ湖こ剛とした宍ＩＲ子.回縦をｌとＳさｌｌＪｍけのｍね上

げｍ

ＮＯＩＭＡＧＥ

｀"r.　’fSi .CZZZZI
車椅子から食卓椅子への移乗を想定しておリます.肢体

不自由の方の介助の際,ご苦労されておられるご家族,施

設スタッフの方にIE非見て頂きたい製品です。

ｇＺＺＺＺ●
担ｇ者ａ名:日ﾖ謁純－

TEL:089-958-2483 FAX:089-958,2109

E-Mai1:Jtａ５ａｋｉ９０ＨｉＣｅtａｂｏ.ｃｏ･Jp
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「ラ･クリップ」は体をglき寄せることで４に立ち上がれ,自らでき

ることが増え自立を支援する福祉用具です。

CＺＺＺＺ３
①日常ｔ活で,「あったら便手|J」「もっとま活しやすくなる」「こんな

柵祉用具がほしい.jといつた利用者様のニーズ。

②既存の福祉・具で,利・者様がFここをJFこんなほに」改ａで

きればもっと使いやすくなると感じているところ。

f7111mｒ１７Ｓ

担当部覆:aidチーム

担当者Ｒ名:ま田美保

TEL:0573-65-6888 FAX:0573-65-0162

E-Mai1:ｍ-yｏritａＯtOkaigikenkogyｏ.ＣＯ･Jp

アクセルブレー牛は踏み替え操作ではなく,・を前後に操作。

踏み９違え皆９.特許取得滴みの安全な補助装置です。
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CEEZS・
二－ズの方とコミュニケーション.自分の様なミ度障がい者は適応
力がＨいので,その方のＳＷ車種やその方の身体機能に少しでも
負荷の少ない装置のサイズや設置位薗等の話し合いなど.。。
シーズの方で,より効果的なＭ作や納期等,ご協力してくださる方と
コミュニケーションを希望します。

ｇＺＺＺＺＩ
担当者氏名:小島一明
TEL:070-4441-1642

E-Mai1:ＣＯ０１-3.S.60Ck9.SO-ｎｅt.ｎｅ･jp

卓上型対話支援機Ｓコミューンで培つた高精細音冒技術

SonicBrain(らを採用したポケットＳ集音器。
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CＺＺＺ・
ご来場者への試作機を活用しての試聴とアンケートヘの

ご回答をお願いしたい,ご希望された方への検ME協力の

募集を実施したいと考えています。

gＺＺＺＺ３
担・部・:プロダクトデザイン本Ｓ
担当者氏名:石川さゆリ

TEL:0120-033,553 FAX:03-6745-3329

E-Mai1:sａ-ishikaｗａＯｕ-s-d.CＯJp

おＸ呂に入らず身４洗浄ミストシヤワーｙ,入浴介助をなくし

て楽ちん身体洗浄。

CＺＺＺＺ３
販売会社,デイケアセンター,老人ホーム,ヘルスケア病

院,II学療法院。

1!!ｉ・・:会・

Ｓ当者Ｅ・：Ｆ日ﾖ拓也

TEL:03-3577-5466 FAX:03-5241一1580

E-Mai1:t.aShidagateCJp.Ｃｏｍ
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j●IE●1111゛身体障害(肢体不自由)

CＺＺＺ３㎜㎜　・　皿

現場からのリアクション,この製品で二－ズが満たされて

いるのかが知リたい。

gＺＺＺＺ●
担・部署:営業Ｓ

担・ｔａ・：矢野昌弘
TEL:0978-67-2251 FAX:0978-67-2377

E-Mai1:ｈｅｌｍｅt-ｍ.yａｎｏ９ｄｏｚ.ｃｏ.JP
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jdlS11`｀,身体障害(肢体不自由)
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４つの動作をアシストする新機能が搭載された,･'着る"生活動作

支援ロボティツクウェアcｕrａrａ"WR-P
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障害者の方の歩行支援機器として利用できるよう,二－

ズ調査をしていきたい。

１!!・ｔａｇ：橋本ａ/鈴木彩ｱ3

TEL:0268-75-8124 FAX:0268-75-8124

E-Mai1:Ｕｅｄａ-oniCeOaSSiStｍｏtｉｏｎ･Jp

介護現場のご要望をＮＰＯ福祉ｍ貝ネット様との｜力でｌにしました。

皆４の膝を優しく９る膝サポーター。
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本製呂は軽・１水素材を用い,厚手クッションをF大l包して衝撃ほ収

機能を持たせ,容Ｓに脱着が可能な車椅子ｉ補Ｍ安全保護具です。

「TQT？iET」

･."I･●　'lji･a･ＣＺＺＺＺ３
新事業参入の為,多くのユーザー様から開発品に対する率直な

意見をＭいてみたいと考えておリます.日頃,接点の無い企業の

情報を得て交流を深めると共に開発商品の認知度についても向

上をさせたいと思います。

S711m7ｒ７Ｓ

担当部・:総務部

担当ｔ氏・:菊池峰子

TEL:03-5631-5070 FAX:03-5631-5071

E-Mai1:katＳＵ１０ｎＯＳｅｐｉａ.０Ｃｎ.ｎｅ･jp

ｇＳがＩ難な方が,回感的にタッチ操作で簡単に使用できる,携

帯型会話補助装置です。
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新製呂「むたつちn」のデモ機を展示し,ご利用者様や支援者,福

祉･Ｅ療関係者の方ぐに気軽に触つて体験していただく。

実際に使用してみていただいた感想やご意見から,製品への反

映を行いたい。

・lilmｒ７Ｓ

ｌ!９部署:組込エンジニアリングＳ

担当者氏名:廣瀬責裕
TEL:047,477-3111 FAX:047-472-6551

E-Mai1:ｄｅｎｎ０５ｈｉｎＯｈｋｅ,Jp

摩擦を圧倒的に軽減!勤きを促す体位変換器『プレベンティブ

シーツ』。

'-Ｘへ、
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１

CZZZIZI
・機器の改良に係るご意見･ご７ｇ
Ｓユーザーの身体機能レベルごとの機ａの使用方2i
・想定ユーザがうまく使えそうか

ｅ想定ユーザの圖かれている状況･具体61こニーズを詳しく聞きたい
・機器の使い勝手に関するご意見･ご要望

ＩＺＺＺＺ３
ｌ!当者氏名:渡部和彦

TEL:0859-28-8487FAX:0859-28-8630

E-Ｍａｉ【:ｈｏｍｅＣａrｅ-ｋｇＳｅａ.Chｕkai.ｎｅ･Jp

意Ｓ伝達装置などによるベッドの操作を可能にするための接続

キットです。

CＺＺＺ３
・製品のデモンストレーション

・製品についての改善点･要ｇ等のヒアリング

ｅ障がい者支援機器の二－ズ集め

ｇＺＺＺＺ●
拐当部署:Ｓ業企画謀

勁昌1こ回41洵FAX:092-502-3810
E-MaiL:ｍａｎａｍｉ.ｎｏｇｕChigpほz一1td.ＣＯ･Jp

車いすから,電動でベッドにもなリ,上下昇降も電動で行えるの

でＱＯＬの向上,介助力の軽減に繋がります。

CZZXZD
従来のベッドから単いす等への移乗方法から,今回のネオシエス

夕利用方法で,腰痛予防と介助力の低減にどの程度つながるか7

ネオシエスタを使用する際,安全面など気になるような所がある

か7

S711!ｍ７７７Ｓ

・９部署:健康福祉部

担当き氏名:庵下良－
TEL:06-6769-7731 FAX:06-6769-7732

E-Mai1:rａｎＳｈｉtａｇｄａｉｌｅｏ.ＣＯ･jp

会話が不自由で,筆Ｓもｉ難な方のタブレット型携帯用会Ｓ哺助

装圖。

rｒrm177171
j..　－　　㎜

当事者から現在の製呂に対する評価を闘くとともに,よリ

当事者二－ズに合つた開発を実施するために当事者団体

との交流を深める。

担当者氏名:小野雄ま郎

TEL:03-5654-6763 FAX:03-5654-67ア3

E-Mai1:yｏｎｏＯｕ-plｕs.ｃｏ･jp
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jdlESil｀身体障害(肢体不自由)
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光4きで外部
四
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.S－jl`1･a ij ・.，s　..:i
r17n17m71

ALS(筋萎縮性側索Ｓ化症)をはじめとした回肢のぞ自由な方や

そのご家族,曰本ALS協会,ALS患者会,ＳＭＡ家族の会,リハビリ

Wrl職(OT/PT/ST)等の方クにＳ呂を４験していただき,意見

交換等をする。

m

担当部署:企画開発部

担当者氏名:大島佑介

TEL:03,6410-7571 FAX:03-6410-7572

E一Mai1:y.0hShimaeemfaSys,CO･Jp

９
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jl●IESlb｀身体障害(肢体不自由)

着脱簡単!下肢装具を置けた足にもｽﾀｲﾘﾂｼﾕなｾﾝｽが光

るﾓﾀﾞﾝなﾃﾞｻﾞｲﾝﾊﾟﾝﾌﾟｽ。

dl　　　　　　　　　　ij'
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CZZZZI
義肢装具メーカー様やフアツシヨンやデザインの力に興昧

を持つているメーカー様との交流を希望します。

檻ZZZZ・
担当者氏名:布施日ﾖ祥子
TEL:048-400-2717

E-Mai1:infoOmanao[ana.jp

il

(自がでなつ！びをｉじてみませんか)ｌ単にＲﾘむけ取ﾘﾀtしができる。

スムーズに立ち上がれて生51をｉにする.ｲ本重に台わせて設定できる。

r177r711717m7●
a==－　　㎜

日本初の動力を不要とする,車いすからの起立補助装置

を,広く多くの方に認知していただき,実体験をしていた

だきその良さを感じていただきたいです。

ｇＺＺＺＺＩ
担当者氏Ｓ:小Ｓ ａＥ

ＴＥＬ:090-1020-6249 FAX:0794-84-3295

E-MaiL:tｅｎｎｉＳＯｍrtＣ.Ｃ０.Jp

ボイスターは,Ｆを失われる人に向けた,「自分の声」でＳリ掛け

るための音声合成ソフトウェアです。

isｓ
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IZEZSSEI
●ALSや喉頭がんをはじめ,様クな発話障かいを伴う当事者に対して本
製品を紹介し,個別の二－ズに関するヒアリング･意見交換を行う。
●Ｅ療･リハビリ･介護スタッフの方に対し,現堀におけるニーズ等に回
するヒアリング･意見交換を行う。
●現状製品について,製作過程やデモンストレーション,利用事例等を
交えた紹介を行い.改善要望やその実現性について意見交換を行う。

S7?111mｒ11111S

拐肖部署:プロダクツ事Ｍ５事業推１部
担当者ａ・：Ｊｇ聡
TEL:03,5847-1206 FAX:03-5847-1207

E-Mai1:Ｗａtａｎａｂｅ-SaOkkhtS.Ｃｏｍ

排泄物を感知,a51,洗浄,乾燥までの全ての週程を自勤で処理

する寝たままで排泄できる洗浄機能付きトイレ。

?'

rlirＳ！Sli171

キュラコのレシーバーと装置カバーを身体に当てた時の密着感

や痛みなどを情報収集し改善のためのご意見を頂戴したい.ま

た,神経難病など進行性疾患の方にとって,夜間帯などの排泄ケ

アに有効的かどうかの意見をお開きしたい。

ｇＺＺＺＺ３
担９部署:AS事業部
1回当き・名:淵上敬史

TEL:06-6310-9090 FAX:06-6310-9600

E-MaiL:SUpportOhe110-ｗith.Ｃｏｍ

ﾍﾞｯﾄﾞjjlは1100aｘｌさ2CO(lｘｉさ43.5～83.5(l,ベッドｉはＳﾘjC･1自が９

いクッションせｇ,東ｷ4子でＷ４しやすい９れi5みりき,0ま~901までii上げ万斐

１

CＺＺＺＺＤ
自立を目６とした方に製品の良しＳしの評価をいただくことで、

開Ｒする側では気づけない改善点を教えていただけれたらと思

います,会場で開催される際には実際に見てもらい試してもらう

ことによって様なな情報交換や意Ｒ交換をしたいと思います。

ｇＺＺＺＺ・
担当部署:ヶアサポート事某部

担当そ氏名:大瀧尋由
TEL:054-349-2180

E-Ｍａt1:ｏtakiOtｏｍａtｏ-miyabi.CｏJp

センサーが排泄物をＳ知すると,吸SI,洗浄,乾燥を自勤で行い、

ご禾|」用きに清潔でｊＲ３な環境を提供します。

。--４,.、

ぶ

CＺＺＺＩ
ＡＬＳなどの難病の方で,排泄介助に工夫をされている方との意

見交換。

新!Ｗ男性・カップ(レシーバー)開発に伴う,機能面での意見交

換。

Ｓ７!7iｒ1711

担当部署:営業Ｓ

担当者氏名:山下・司

TEL:03-5787-6538 FAX:03-5787-6838

E-MaiL:yａｍａshitａＯａｄ-「olls.Ｃｏｍ

日常生活をよリ良くする仕組みが揃つたスイッチ操作でも使いや

すいiPadで使うアプリとコンテンツです。

陀
,..iti...

声かけ

Ｊ、一’じ
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ロ
ロ
ロ

CＺＺＺＩＺＩ
難病相談支援センターや患者家族会,ま援者回体,病院,施設な

どから,組ａの会貝向けの貸し出し機を・きしたいというお間い

台わせが増えてきているので,お話しをｑい,具体的に進めてい

きたい。

S71111mｒ17!Ｓ

担当者氏名:高橋宜盟

TEL:0466-21-7448 FAX:0466,21･7996

E-Mail:ｉｎｆ０９yｕｂｉｄｅｎＷａ･jp
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片手でも直進･後退･右ZE折ができます.もう一方の片手は物を

持つたリ,走行時の操作から解放されます。

や1

CＩＳｚａ
車いすユーザーはカップなど,手にした物を持ち替えながらｔ行しま
すが,このま置をfiうとそのまま片手ｔ肖ができ,スロープでも一旦停
止しながら登れます.ユーザーに具ｲ本gl』をミ示し,ＱＯＬの向上に貢1犬
できるかをテーマに交流すると共に,市販の車いす(メーカー了承)に
装圖を取リＭけてＳ示し,Sfヤ･L生,{ｌいき手やｲｉｷきＳｔについて,ユー
ザー並びにメーカーとＭＲ交Ｓしたい.ａＳｆ士tｌにはニーズにぢぷ石I

能なパターンがあリます。

S7111mｒ11ｒ●

担当部害:所長
担当者ａ名:斉藤徹
TEL:011-571-2585 FAX:011-571-2585

E-Ｍａｄ:tgitｏｈＯｅｍａｉＬ･pLaLa.０r･jp

賢ｸmは,ALSS者様自けの瞳孔a応で意思伝達を行う装置
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患者様,介護者様に使つていただき,フィードバツワするこ

とで製品の精度を向上させたい。

gSZZ●
担当部署:第二事業部

嬰昌ljy73jl之FAX:045-476-5332
E-MaiL:SaLes-puComgComaS,C0.Jp
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主に,１)着座姿勢･動作を検出センサ,2)検出値をサーバに送信

するWi-Fi2受信装置,3)活動推定･介護記録システム。

介擾支Ｓスマート

システム lｍ４ａａ□

ａＺＳａａａＪ

:14"i･44らS霖17S?.Ｓｇ'７

金ａａ専荊 ･徊のＧＩり・fyteンサ吹和シスデム，アータaa・１１１１システム
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匈ORIST ilSe。giidii.tilS,xｌＳＷ爽i９

く介竃･ｔ

【Ｓｍメリヅト1，……疵
・き働・・・向上
・人材拷味
・サーピスR容のs・・t

CＺＺＺＳＤ
障害者の支援機器の開発に取組んでいる技術者および,特に

支援機器を利用されている看護･介護者が求めている目的や

機能について,現場の声が間こえる相互交流を希望します。

S７ｍｍ７Ｓ

ｌ!当部署:製品信頼性ぞ究部

担当者氏名:袖岡孝好

TEL:0725-51-2606 FAX:0725-51-2639

E-Mai1:ＳＯｄｅｏｋａＯtri-ＯＳａｋａ･Jp

ベッド上で入れるおｍ呂.給排水設備なしで,５００ｍ１のお水と

100Vの電源があれば入浴が可能です。

44

４，

厦７ｍｌＳＳＩ・

超重症児から肢体不自由な方を在宅･Ｓ設間わずベッド上で入浴で

きる機８として作ﾘました.在宅で入Ｓ介a力を行なっている方や一般

のお・呂での入浴がｉ・な方のが助をなさっている個人･回体･事業

者の方とのＩＲ交換や体験を希・される方との交流を希望します。

f71四7ｒ１７Ｓ

担肖部署:東京支店

担肖者氏Ｓ:を川・希

TEし:03-6659-6051 FAX:03-6659-6052

E-Mail:a-SagaｗａＯｅｉｎs-1･Jp

車いすのタイヤと膝裏を避ける独自の形伏で,差し;ふみ易くて使

い易いスライディングボードです。

-
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r７７ｍ７７ｒｌ

車いすとベッド問移乗の自立支提を行つている事業者と

の意見交換を希望致します。

Ｓ当ＳＳ：営ＳＳ

担当ｔ氏・:宇多博之

TEL:092-409-1605 FAX:092-409-1606

E-Mai1;ｉｎｆｏＯｅａｎｄｉ･jp

バイオフィードバックを利用した,iEしい歩き方を学習することで

転倒の防止･Ｊ動機能の回復を実現する製品。

｀7.’.’f　「1iCZZZZI
本展示においては,新たに開ｇされた製品について利用対象者様の

ご意見を直接ヒアリングすることでユーザビリティについて確認し

たい.また,セラピストや医療従事者の方から専門６な意見を拾い

上げることで機能の充実度をａめて確認するとともに,今後の販売

に向けて・ＩＷ能性がある企Ｓなどについても交流を希望したい。

f7111mｒrｉｌＳ

拐当昔氏名:今村紗英子

TEL:03,3203-4427 FAX:03-3203-4427

E-MaiL:im-Sae9720moegi.WaSeda･jp
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jlSail｀,視覚障害

r７７ｍ１１７１７１

試作中の機Ｓにご意見やアイデアをほしい

試作機の開発改良に係るご意ＲやごＳ望

想定ユーザがうまく使えそうかなど

gＺＺＺＺ●
担肖部署:開ｇ

担当音ｆｇ：一二Ｅ回S

TEL:0761-51-0016 FAX:oｱ61-51,0017

E-Mai1:info＠rｅｈａ-ｖiSion.Ｃｏｍ

音声を聞きながらタイマーセットができる音声タイマー.予j

は晋声･電子音･バイブレーションを選択可能。
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jａａ１１ヽ,視覚障害
㎜ＺＺＺ㎜
画像を走査音に分解し,聴覚と触覚を併・して原画像をイメージ

する情報伝達装置。

CＺＺＺＩ
新分野のプログラムとａ良すべき装Ｉの操作性について,視覚璋害者

のニーズを｜にく聴取し,ハード･ソフト両面から改善の方向をＳる。

や回はｌ像聴14ﾋｉ圖１１のコンセプト「共感するｉ術ａ」をベース

に,絵EnE品の芸術･|きのｉけ止めかこついて視覚ほ害ｌのコメントを
ｌ取したい。

ＩＺＺＺＺ３
担当者氏名:黒EBS弘

TEL:03-5545-5565 FAX:03-5545-S565

E-Mai1:mikekakoOksf.bigtｏｂｅ.ｎｅ･jp
----←･

'~････~’~　　　　　・Ｖ皿　　　　　　　’　・こ二Ｊ皿Ｚコ
主に盲ろうとを対象にした,振動と点字を使つた新しい遠隔コ

ミュニケーションシステムを体験していただけます。

',fg.’fjiSCZZEZD
障・・事者や事ま者からの血ｍの声を聞けるのが交ほの屋大のメリット

とそえていますが,今回はＷｅｂによる開催があリ,インターネット越しに

どのような交ほができるか検討しておリます.現在開発中の搾き点字シ
ステムは,盲ろうきがEI力と点字を使つてコミュニケーションできるよう

にするものなので,離れたＷほにいる盲ろう者が他の参加者と同じよう

にオンラインでコミユニケーションできる可ａ性があるとそえています。

ｇＺＩＺＺＺ●
担当者氏名:高岡９５
ＴＥＬ:090-2626-0744

E-Mai1:ｉｎｆ０９１ｎｈａｕSdS.ＣＯ･jp

-

ii

Ｊ
ず
ぽ
知

痛
ｔ
Ｊ
ｆ
厨
ぼ
に
６

。
Ｍ
Ｈ
Ｈ
・
ｋ
ａ
Ｎ
Ｈ
リ
ロ

Ｈ
ｈ
Ｈ
バ
．
ｌ
加
３
Ｈ
ド
ー
６

串
・
ｍ
ツ
ポ
串
Ｏ
Ｕ
ｔ

・
’
ｉ
ｃ
ｌ
だ
ｌ
・
‐
や
χ
ｌ
ａ
ｌ
ｉ
ｌ
Ｉ
を
ａ
ｇ
Ｇ
ｓ
Ｚ
｀
ｚ
ａ
Ｓ
４
１
か
６
ｄ

-Ｓ

㎜ｙ ai･1 -

IＺＺＺＩＺＤ
本サービスにご興昧のある方,ご厩問のある方との交流

を希ｇ致します。

gＺＺＺＺ３
担当部署:経営企画部プロジェクト推進グループ
担ｇｔ氏名:黒渾格

TEL:070-6987-1878 FAX:03,6230-9768

E-Mai1:itａrＵ-ｋｇｐｏｎyＣａｎyｏｎ.ＣＯJp

Ｗ年の交流会の様子

暗所や夜９の眉境下では,よリ明るい,視野狭窄の方には,よリ

広い視野を提供します。

曹

eZ回ｚｚｌ
本機器に適合性をお持ちのかた(例えば夜盲の症状をお持ちの患者

さま),ならびに前ＥＳｉ者をヶアしているＥ療関・Ｓａ,福祉関・

施設の方クに,交流を通じて本装薗の使用シーンならびに活用方法
についてご助言賜りたい(例えばＱＯＬｎ上のための暗い場所(映画

Ｓ,芙術館４)での使１や,災害支援等での5i用)

ｇＳＺＺＩ
担当部署：ＭＷプロジェクト室
社!当きａ・:滝沢茂

TEL:03-5913-2335 FAX:03-3228-3144

E-Ｍａｉ[:ShigerＵ,takizａｗａＯｈｏyａ.Ｃｏｍ
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音声を聞きながらタイマーセットができる音声タイマー.予告音
xgn. ｍご』

ｌ
ｒ
’

ﾀｔｉＭに必ｌな･回報が１られる多機を携帯ａｌをそｌ･開JI･きを斐のｔ

能試験中です,ｌ品化に自けて興a未ある方のご１只をお間かせ願います。

圖

ll・回
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1
1
1
1
1
1

弱視の小学生が教室移動で持ちヨびできるサイズと重さを考慮

して考えられている。
-･-H-･---

CZZZZ・
視覚障碍者支援の団体や当事者の方やとの交流を希望。

よリ多くの方のご意見を間きたい。

●ＺＺＺＺ●

回瓢1ご嶮門
E-Mai1:kyｏtｏ･FjyogｕｇgｍａiLＣｏｍ
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CZZIZZ3

使用用途や,追加要望機能のリサーテ。

gＳＺＺ●
1回当部署:代表Ｒ締役

担当者氏Ｓ:河日ｇ哉
TEL:03-5817-0751 FAX:03-5817-0752

E-MaiL:ｋａＷａｄａＯｉｎteC1998.ＣＯ･Jp
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CZZZZI
にえとら」の周知拡大の協力と,ご利用対象者の生5呂の質を高めるた
めの意見収集を目的とした交流を希７します.また,聾学校や特別Ｘ援
学校ほか教育機関,ご卒某生の就労先,自丿台体Ｓ祉支援,聴覚障害者支
援センター,及び,リハビリテーションセンター等の関係機関において、
効果的な利用方法などについてＷ修会実施(現地／オンライン)も可能
です。

ｇＺＺＺコ３
担当部署:総務グループ
担・ｔａｇ：ｎ木麻友美
TEL:03-5287-7391 FAX:03-3204-5984

E-Ｍまｅｘhibit-5tａ↑ｆＯｆｅａt-Ltd･jp
J=-・ －..ふ.
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jl●!SllK高次脳機能障害(失語症等)
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CＺＺＺＺ３
聴覚障がい者だけではなく,高齢によリ字幕が必要となっ

ている方やシニア向けのプログラムを運営している施設

の方などヘサービス内容をお知らせしたい。

●ＺＺＺＺ●
担肖部Ｗ:マーケティング･新・事業開発部

担肖者氏Ｓ:謝ｇ･辻本
TEL:098-972-6888 FAX:098-987,5627

E一MaiL:isｃｅｃ-jOisｃｅｃｊ.ｃｏ･jp
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タブレット端末で運転時に必要な認知判断力や注意Ｅ分等を

トレーニングし機能向上を目指すシステム。

･-"』'・　・`sM･J･ｒ117r71117111117●

・運転の再開･継続をお考えの方ク,またＪ転をされなくても体の衰え
等をお感じの方やが活用できるよう,病院や施設への導入へつなげる
製品紹介の場

・モニタとしてご協力いただけるａＲ･施設の開拓
●来場された方に実際体験して頂きフィードバックを得て,今後のＳ呂
a夕艮への意見として蓄積

Ｓ？lm7711111S

担きj部署:営柴部

担当者氏名:武藤優責

TEL:0463-23-7830 FAX:0463-23-7833

E-Mai1:ｅｘhibition20200pridist,Ｃｏｍ
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"．'．４`ざyM7CZZIZZZI
失語症の方との意見交換ｔびに,言Ｓ聴覚士の先生方と

の意見交換．

担当部署:ヘルスケア事業部

担当者ａ名:Ｓ藤ダ和

TEL:06-6364-0529 FAX:06-6364-2759

E一Mai1:h_ｍｏrofｕJiOSystｅｍ-ｎｅtｗｏrk.Ｃ０.Jp

言語機能評価訓練システムSTELAでは,当事者様の負担軽減･医

療従事者様の負担軽減かつ高精度な評価がで能です。
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聴覚障害者向けハイプリッドライブ宇幕「Ａｉ-ｍｉｍｉ」。

－・Ｌ一二ここここー、　Ｉ

NＩＣＴの高精度な音声認識技術によリ聴覚障害者と健聴者との

会話を支援するスマートフォン向け無料アプリ。

CZZZZI
にえとら」の周知拡大の協力と,ご利用対象者の生5呂の質を高めるた
めの意見収集を目的とした交流を希７します.また,聾学校や特別Ｘ援
学校ほか教育機関,ご卒某生の就労先,自丿台体Ｓ祉支援,聴覚障害者支
援センター,及び,リハビリテーションセンター等の関係機関において、
効果的な利用方法などについてＷ修会実施(現地／オンライン)も可能
です。
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行政・開発支援団体・当事者団体等

コ

東京ＳｉｉＳＺ神Ｓ河岸1-1セントラルプラザ4階

担肖部署:企画部

担ｇｔａｇ：宇日川,篠

TEL:03-3266-6883 FAX:03,3266-6885

E-MaiL:Shogai一kiki29tｅＣｈｎｏ-aidS.０「Jp

東京都干代日ﾖＥａが関1-2-2

担当部署:社会･援護局障き９健栃祉部企画課自立ま援振興室

TEL:03-5253-1111(代)

東京都千代日区五番回7番地KIS五ａ町

担当部署:起業支援室

担当者氏名:下EB,原□

E-ＭａＨ:ｅｎtreOJSt,go･Jp

東京都小金井市貢井北町4-2-1

担当部署:デプロイメント推ま部門情報バリアフリー推ａＳ

担肖者氏名:伊藤,武＃

TEL:042-327-6022 FAX:042-327-5706

E-MaiL:kakｕＳａｇｍｉ,ｎｉＣt･go･jp
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11

神奈川Sjll崎市幸ｇ大宮町1310ミニ1－ザJlj崎セントラルタワー2{}F

担当部署:イノベーション推ほ部

担当者氏名:只野･高橋･白井･高日

TEL:044-520-5175 FAX:044一520-5178

E-Mai1:fｕkｕShignedo･go･Jp

大阪府岸和E日市尾生町2979-1（生活工ＲＭＱ）

担当ＳＷ：事務局

担当者ａ名:増・高た

TEL:072-444-8814

E-MaUZA002659nifty,ｎｅ･Jp

東宗都新宿Ｅ早稲田町67番地ギ稲aヨクローバービル3階

担当者氏ｇ:橋問信市

TEL:03-528ﾌ-1140 FAX:03一52871141

E-Mai1:infoOjdba.０r･Jp

東京都杉ｔＥ荻窪5-14-5ワコーレ荻・ミモザ館405号Ｚ

担当者Ｒ名:IE日尚美

TEL:03-5335-9756 FAX:03-5335-9757

E一Mai1:０１１ＣｅｇｊａｐＣ.iｎfｏ

東京Ｓ・島区目白3-4-3デアダンクビル4階

拐肖者氏名:佐藤力D奈

TEL:03-3565-3399 FAX:03-3565-3349

E-Ｍａリodgni5Sinrｅｎ.０r･jp

東京鄙台東区Ｅノ輪1-６-5-602小・方

担当部署:事務局

担当者氏名:小LU万Ｅ子

TEL:03-3872-7359 FAX:03-3872-7359

E-Mai1:koyａｍａＯｍrg.bjg10be.ｎｅ･jp

東京・干代aﾖ区九段北1-15-151鳥ビル1階

担当部Ｗ:事務局

担当きａＳ：岸川忠彦

TEL:03-3234-9155 FAX:03,3234-9156

E-Mai1:jalsａｇｊａｄｅ.dti.ｎｅ･jp

ま京都新９Ｚ市谷台町14-5MSビル市ヶ谷台1庖

担当部・:惰報ま化部

担当者ａ名:小J口光彦

ＴＥＬ：０３-3225-5600{をご・Ｓは・カメールまたはFAXでお願いいたします}
FAX:03-3354-0046

E-Mai1:sｎｅｅｄsＯｚｅｎｎａｎＣｈ０.０r･jp

東京都目黒Ｅ緑がn2-15-14村上ビル102号室

担肖部署:事務尚

担当音氏名:石黒

TEL:03-6421-4588 FAX:03-6421,4665

E-MaiL:yoShitａｎｉＯＰａ-ｍａＣｈｉｄａ.ＣＯ･jp

東京那新宿区西早稲日ﾖ2-18-2日本視覚障・ｔセンター内

拒９部署:事業部

担き9者ａｇ：・土i忠

TEL:03-3200-0011（代）ＦＡＸ:03-3200-7755

E-Mai1:JigyｏｕOJfb･Jp

生活･社会機能を身につける方法を提供するクラウド･サービス。

専門家の助言DBと認Ｓトレーニングで構成。

d.--

"･-　‥

a－　　i･－〃1喝･･I.

-〃･
W

･･－　f-･S4
-

－I

㎜３Ｚ㎜

４

-

ril

－7●〃

一
″

立1こー

●か

---

i曙ＳＦＳＩＳ･９．Ｆ

ゆr・'1l･|

･S　1--

・●●　｜

f・･S･・SS’9dl

●●-l･.l啼●－』･

S.･9･ －･･j－

－･-S S･4-･S a

●･・ ･･ ･--t7g・

IZIZSIZ■
ほがいをもつ子どもに関わる施ａの方ヤに本サービスをよリ有ｉ
なものに改善するためのご意見をいただきたい.また,本サービス
と組み合わせて,個別相談に対応したり,オーダーメイドの発達支摺
プログラムを作成したリする人６サービスの構築をｷIMしておリ、
それに｜力していただける回体等を見つけたい。

ＩＺＺＺＩＺ・
担肖部・:代表

担当者氏名:五藤博義

TEL:042-799-0269 FAX:042-799,0741

E-MaiL:gotｏＯＬｅｄｅｘ.ＣＯ･Jp

暇軽輦金属マグネシウム合金を採・した軽くて丈夫なストレッ

テャー型車いす,Ｒﾘ回しやすい6輪,希望色可。

CIZZZZ3
璋害児の保護者,PT/ＯＴ等専門家,補装具製作業者の方への商

品のご紹介,情報交換,フィードバックをいただける交流を希望し

ます.特に,当社では車いすのフレームとしてのご提供のため,補

装具製作業者の方に広く認知いただけることを期待します。

ｇＺ国ＺＺＳ
拐当部署:常務取締役

担肖者氏名:安倍信貝

TEL:0544-24-5900 FAX:0544一29-6320

E-Mai1:ｎ_ａｂｅｇｍａＣrｗ.ｘsrｖ･Jp

デジリハは,デジタルアートと子どもの視点でつくる,誰もが楽し

める新しいリハビリツールです。

,奉Jこ

－･ 吻

CZZZIIZI■　■　　｜　〃

デジリハBASE(デジリハアプリが格納されているプラットフォー

ム)とデジリハアプリのUIを障害当事者の方とその親御さん,セ

ラピストのみなさんに試していただきフィードバックをいただく

ことを希望します。

ｍ

担肖部・:デジリハ事業部

担当者ａ名:加藤さくら
TEL:03-6805-2880 FAX:03一6369-4620

E-MaiL:ｉｎＩｏｅｕbdobe･jp
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IAIrlZ 出 り

令和2年 12Jil1日(火)～4日(・) １ ｏ：００～１７：００

テクノエイド協会交流会専JE目サイト

http://ｗｗｗ.techno･aids.ｏr･jp/needsmatch/indeｘ.shtｍ1

9i【13年2Jiil9日(火)13:00～17:oo/10日(水)９

ＴＯＣ有明4Fコンベンションホール

:00～15:00

東京会堀ではマスフの■ｍとf本ぷｷ央釦こごほ力いただくとともに,Ｅ密を避けるため入・市IJmする

場合があリますのでご理解のほどよろしくお願いいたします。

Web会場,東京会場への来場にはそれぞれお申込みが必要です。

Web台Ｓのお串iきみはこちらから||1１ 束京台ｓのお申iきみはこちらから||1１

本誌P.4をご参照ください。

※オンラインによる交流は令手[]3年2Fj10曰(水)までほ能です。

参加のお串し２みや交流の仕方に関するお問い合わせ先


